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1. はじめに

手話言語は， ろう者がいるところに生まれては消えていく性質を持つ。 手話言語の類型のうち都市型手話は， ろう ・ 難聴

児を集めたところに自然発生し， その集団内で先達から後輩に継承されることで複雑な事象を効率よく伝達できる十全な言

語となったもののことである。

先天的あるいは言語習得前に十分な聞こえを得られない失聴になる子どもは， 1000人に1~2人である。 手話言語は常に

社会の主流派言語である音声言語に囲まれており， 先天的な聴覚障害は， 多世代にわたって聞こえない人が多数を占める家

系は稀である。 ゆえに手話言語の継承は音声言語とは異なる様相を呈する。 手話を話すろう者の親をもつネイティブサイナ
ーは先天的な聴覚障害の1割以下(Mitchell & Karchmer 2004)で， 音声言語と同様に親から子へ言語継承ができる。 それ以

外の手話を話すろう者の親をもたないろう ・ 難聴児は，聾学校（聴覚特別支援学校）等の子ども集団で手話を習得してきた。

しかし近年，人工内耳を含む補聴技術の向上で， 聾学校へ参加しないろう ・ 難聴児が増え， 聾学校での手話継承は従来以上

に貧弱な環境になってきている（高嶋2020, 中島2018）。 そもそも手話り継承が起こっていたのは聾学校が提供する正規の

教育課程ではなく， 寮生活 等の子ども達の共同生活によってであり， 聾学校の子ども集団が小さくなり， 寮が廃止されるこ

とで， 手話疇彬辰環境は先細っている。 また， 幼児教育から集団生活を通した社会性の発達が期待されているが， 聾学校に

参加するろう ・ 難聴児が減っていて集団が十分なサイズを得られないこと， またろう ・ 難聴児が地域の保育園・ 幼稚園等に

参加しても集団生活を通した社会性の発達は典型的な発達とは異なることが予想されること（高嶋 ・ 伊藤2023) から， ろ

う ・ 難聴児の社会性の発達に適した環境が現在乏しいと状態にある。

2000年頃から新生児聴覚スクリーニングが実施されるようになり， 先天的な聴覚障害は生後間もなく発見できるように

なっt¼早期発見に続く早期支援体制は医療的介入に偏る傾向にあり「早期からの（音声）言語的なインプット」が説かれ

る。 音声言語を獲得させるための支援には多くの労力や公的資金が投入されており，「音声がうまくいかなかったら手話」

という音声言語の訓練が先行する流れがある。 手話言語が音声言語と同 等の言語であり， 視覚で完全にアクセスできるとい

う点でろう ・難聴児にはアドバンテージがあるが，手話言語を獲得させるための支援はほぼ整備されていない（今橋ら 2024)。

ろう ・ 難聴児が手話に早期から触れられない場合， 音声言語の訓練が上手くいかないと「無言語」状態が続く。 こののち

聾学校等で手話に出会うと， 6歳や10歳以降に手話を習得するレイトサイナー (late signer)となる。 レイトサイナーとネ

イティブサイナーを比較した研究で， レイトサイナーは文法性判断 ・ 短文復唱課題でネイティブサイナーと異なる傾向を示

したことから， 第一言語習得には「臨界期」があること償二言語習得においては「臨界期仮説」にすぎないが）が示され

ている(Mayberryand Lock 2003;武居2008 も参照）。

現在までの経験 ・ 科学的知見の積み重ねから， 音声言語の訓練に集中するだけでは， 子どもの言語権（第一言語習得の機

会を剥奪されない権利）を守ることができないことは明らかである（高嶋・杉本2020 ）。 そして， 手話を知らない聴者の親単

独では子の言語権を守ることが不可能であることから， 親子を支援する体制構築が求められている。

本発表で注目するのは， 聞こえない ・ 聞こえにくい子どもたちと， その養育者が子の聴覚障害を知るまで手話に出会った

ことがないという組み合わせである。 この聞こえない ・ 聞こえにくい子ども達をろう ・ 難聴児と呼ぶが， 彼らの言語習得 ・

言語発達には困難が多い。 これは養育者と子の「言語の違い」だけでなく「身体性の不一致」から起こっている。

1.1早期支援の「視覚的コミュニケー ション」フェ ーズ

第一言語習得のうち， 乳幼児期は， 特に親子コミュニケーションが重要な時期で， 最初の3年間で， 愛着形成意思疎通

（三項関係）の成立， 他者への要求 ー語文（記号的関係の成立）などの重要なステップを踏むところから， その言語の基

本的な音韻 ・ 語彙 ・ 文法が身につくところまで一気に進む。

子どもに聴覚障害があると， 子は養育者からの音声インプットが受信できず， 声がけの無効化された前触れのない対応を

(招待発表)
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